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価する人ほど左右 PFC の活動が高いこと、運動イメージ中の PFC 活動は実行機能・ワーキングメモリ
能力とは関連がなく、実際歩行能力との関連が強く、歩行能力が高いほど PFC 活動が減少することを
示す。これらは加齢によって個人差の発生機序が異なることを示唆するものである。 
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